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三
島
長
伏
プ
ー
ル
近
く
の
狩
野
川
の
流
れ
は
、
昭
和
の
初
期
頃
は
蛇
行
し

て
、
三
島
市
側
に
入
り
込
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
今
か
ら
七
〇
年
位
昔
、
河

川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
蛇
行
し
た
部
分
は
、
取
り
残
さ
れ
三
日
月
湖
と
な

っ
た
。
地
図
を
見
る
と
、
狩
野
川
と
長
伏
に
挟
ま
れ
た
周
囲
一
キ
ロ
ほ
ど
の

半
円
部
分
が
、
沼
津
市
大
平
と
な
っ
て
い
る
。 

川
柳
・
俳
句
・
短
歌 

・
成
田
山
真
夏
に
詣
ず
る
人
は
な
し 

・
炎
天
下
風
も
通
ら
ぬ
茶
屋
の
隅 

・
冷
水
で
噴
出
す
汗
を
更
に
た
し 

・
小
言
い
う
女
房
の
後
を
ト
ボ
ト
ボ
と 

・
旅
館
で
は
押
し
込
め
る
だ
け
口
に
入
れ 

・
安
旅
館
き
ざ
み
キ
ャ
ベ
ツ
は
白
ば
か
り 

・
出
る
時
は
忘
れ
ず
詰
め
込
む
バ
ス
タ
オ
ル 

・
炎
天
で
シ
ャ
ー
シ
ャ
ー
蝉
も
声
が
出
ず 

・
終
末
を
悟
り
し
蝉
は
鳴
き
や
止
ま
ず 

・
せ
つ
な
さ
は
夏
の
終
わ
り
の
夜
の
風 

・
野
良
猫
が
庭
に
住
み
つ
き
餌
を
ね
だ
る 

・
遠
く
よ
り
猫
が
目
を
む
き
睨
み
お
る
焼
き
鳥
の
串
放
り
投
げ
て
も 

・
や
せ
細
り
土
を
ほ
じ
く
り
餌
を
探
す
母
猫
の
辛
さ
し
み
じ
み
思
う 

・
干
か
ら
び
た
蝉
が
腹
向
け
死
ん
で
い
る
去
り
行
く
夏
の
短
き
命 

・
木
漏
れ
日
の
落
ち
る
ま
だ
ら
の
石
畳
蝉
時
雨
止
ま
ず
想
い
出
誘
う 

・
信
長
の
建
て
た
る
寺
か
西
光
寺
西
陽
を
よ
け
て
軒
に
た
た
ず
む 

・
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
声
響
く
境
内
で
武
者
の
姿
を
見
た
り
と
思
う 

月
死
去
）
が
『
検
察
官
』
を
演
じ
た

り
し
た
と
い
う
。 

同
時
に
様
々
な

分
野
で
の
文
化
運
動
の
た
か
ま
り
も 

あ
り
、
そ
う
し
た
文
化
運
動
の
サ
ー

ク
ル
や
担
い
手
を
結
集
し
て
、「
演
劇

を
見
た
い
」
と
い
う
自
分
達
の
要
求

を
、
自
分
達
の
手
で
実
現
し
て
い
く

演
劇
観
賞
団
体
の
設
立
が
構
想
さ
れ

た
。
発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
は
概
ね
、 

    

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
事
が
で

き
る
。
第
一
に
前
進
座
フ
ァ
ン
の
グ

ル
ー
プ
（
藤
田
政
雄
・
富
岡
要
吉
等
）、 

第
二
に
青
年
・
学
生
演
劇
の
グ
ル
ー

プ
（
行
方
薫
雄
・
佐
々
木
高
幹
等
）、 

第
三
に
勤
労
者
を
中
心
に
し
た
労
働 

運
動
、
文
化
運
動
の
グ
ル
ー
プ
（
田

中
勲
・
須
笠
里
仁
等
）
で
あ
る
。 

当
時
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
た
映
画
サ
ー
ク
ル
も
一
定
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。 

 

発
足
に
あ
た
っ
て
は
、
沼
津
・
三

島
を
一
つ
の
文
化
圏
と
見
、
伊
豆
半 

島
一
帯
さ
ら
に
は
東
部
の
文
化
セ
ン

タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
と

の
話
し
合
い
が
あ
り
、
伊
豆
市
民
劇

場
と
命
名
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
伊
東
・
富 

士
・
沼
津
・
富
士 

宮
・
下
田
・
修
善
寺 

と
新
し
い
観
賞
団
体

の
発
足
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
歴
史

を
見
れ
ば
、
創
立
時
に
結
集
し
た

人
々
の
先
見
性
に
は
脱
帽
の
他
な

い
。
ま
た
、
創
立
当
初
か
ら
会
員
の

拠
出
す
る
会
費
の
み
で
運
営
す
る
自

主
的
で
か
つ
持
続
的
な
活
動
が
志
向

さ
れ
て
い
た
事
、
従
っ
て
会
則
の
整

備
、
事
務
所
の
設
置
、
専
従
職
員
の

雇 

 

一
見
す
る
と
、
狩
野
川
を
飛
び
越

え
、
三
島
市
長
伏
に
沼
津
市
大
平
が

飛
び
込
ん
で
い
る
格
好
だ
。
こ
の
三

日
月
湖
は
長
伏
を
流
れ
る
松
毛
川

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
一
面
田
園
の

広
が
る
そ
の
地
の
周
囲
は
、
幅
三
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
三
日
月
状
の
池

で
囲
ま
れ
、
池
の
周
囲
は
こ
ん
も
り

と
し
た
樹
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
遠

く
に
三
島
市
街
が
見
渡
せ
る
が
、
周

辺
に
人
影
は
な
く
、
街
の
喧
騒
か
ら

隔
絶
さ
れ
た
感
じ
が
あ
る
。 

 

湖
面
は
、
あ
た
り
の
樹
木
が
陰
を

落
と
し
、
う
つ
蒼
と
し
て
い
る
が
、

鴨
の
群
れ
が
泳
い
で
い
た
り
、
梢
に

鷹
と
思
し
き
鳥
が
獲
物
を
狙
っ
て

い
る
の
も
見
か
け
ら
れ
、
さ
な
が
ら

野
鳥
の
楽
園
で
あ
る
。 

現
在
、
日
本
野
鳥
の
会
沼
津
支
部

の
会
員
が
、
三
日
月
湖
の
保
全
と
野

鳥
の
保
護
区
指
定
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。 

 

こ
の
三
日
月
湖
に
は
年
間
百
種

近
い
野
鳥
が
観
察
さ
れ
る
と
の
こ

と
。
周
囲
は
、
春
は
レ
ン
ゲ
畑
が
一 

面
に
広
が
り
、
田
植
え
時
期
に
は
狩

野
川
の
堤
や
湖
に
多
く
の
昆
虫
類
が

繁
殖
、
そ
れ
を
求
め
て
野
鳥
も
ま
た

集
ま
る
。
田
植
後
に
は
、
今
で
は
希

少
な
ホ
ウ
ネ
ン
エ
ビ
も
見
ら
れ
る
と

の
こ
と
。
し
か
し
、
湖
は
富
栄
養
化

が
進
み
、
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
が
異
常
に

増
殖
し
、
湖
面
を
覆
っ
て
い
る
。
ま

た
、
池
に
は
外
来
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
や
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
も
見
ら

れ
、
小
魚
を
食
べ
る
カ
ワ
セ
ミ
や
ヤ

マ
セ
ミ
を
守
る
た
め
に
は
そ
れ
ら
の

外
来
魚
の
駆
除
も
必
要
と
の
こ
と
。 

三
日
月
湖
の
水
は
流
れ
が
無
く
、

汚
れ
や
す
い
た
め
、
近
く
の
松
毛
川

か
ら
清
流
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
必

要
だ
と
い
う
。 

九
月
一
日
、
北
上
プ
ラ
ザ
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
当
日
、
午
後
二
時
よ
り 

市
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
が
出

席
し
て
開
館
式
が
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
北
上
プ
ラ
ザ
は
、
長
い
間
、

北
上
地
区
住
民
の
念
願
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
だ
け
ど
、
こ
こ
に
は
図
書

館
が
無
い
。市
の
担
当
者
の
話
で
は
、

図
書
館
を
設
置
す
る
財
政
的
余
裕
が

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

北
上
地
区
の
住
民
で
こ
の
プ
ラ
ザ
に

図
書
館
設
備
の
無
い
こ
と
を
知
ら
な

い
者
は
多
い
。 

 

去
る
七
月
末
、
徳
倉
区
長
名
で
市

長
宛
に
図
書
館
設
置
の
要
望
書
が
出

さ
れ
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。 

 

『
北
上
プ
ラ
ザ
図
書
館 

設
置
に
つ
い
て
の
お
願
い
。 

 

 

北
上
文
化
プ
ラ
ザ
開
館
に
あ
た

っ
て
徳
倉
区
及
び
北
上
地
区
の
住

民
特
に
学
校
関
係
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父

兄
の
方
々
の
間
で
図
書
館
に
関
し

て
関
心
が
高
く
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
北
上
文
化
プ
ラ
ザ
建
設
計
画

時
は
図
書
館
の
設
置
も
計
画
の
中

に
入
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ま
す

が
現
状
は
図
書
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、

実
現
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
辺
住

民
に
は
変
更
内
容
が
は
っ
き
り
と

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
い
ま
だ

に
図
書
館
が
出
来
る
と
信
じ
て
い

る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

北
上
地
区
に
は
移
動
図
書
館
「
ジ

ン
タ
号
」
が
巡
回
し
て
い
る
が
平
日

の
巡
回
で
あ
り
学
生
や
仕
事
を
持

つ
者
は
利
用
出
来
ま
せ
ん
。
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
が
平
日

学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
行
く
の
は

困
難
で
す
。
以
上
の
様
な
意
見
が
周

辺
住
民
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
の
人
達
か
ら

の
要
望
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小

池
市
長
様
に
は
要
望
内
容
を
ご
理

解
頂
き
ま
し
て
今
後
の
対
応
を
考

え
て
頂
き
近
い
将
来
設
置
し
て
頂

け
る
よ
う
心
よ
り
要
望
い
た
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 

以
上 
』 

 

要
望
書
は
、
徳
倉
区
長
以
下
、
徳

倉
第
六
、
第
三
、
北
上
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
、
北
上
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
連
名
で

提
出
さ
れ
て
い
る
。（
次
号
に
続
く
） 

３4７回 ９月例会のお知らせ 

三島児童文学を語る会 
 暑い暑い夏でした。７４年ぶりの気温４０度を越す地
方もあったり、このままでは「人類滅亡」「地球崩壊」と
真剣に心配された方も多かったと思います。 
 ・・・・ 
 今月も７月に引き続いて「戦争・平和」を考える話し
合いをしましょう。体験談・聞いた話など自由にお話し
下さい。１０月の例会ですが「小出正吾先生を偲ぶ会」
が２０日（土）に行われます。多数の方の参加で、会を
盛り上げましょう。 
           記 
日時：９月２２日（土）１３時３０分～１６時３０分 

場所：三島市大社町防災センター研修室 
 ＜テキスト＞ 

＊ 「コスモスの花」小出正吾全集 ２巻 P227 

＊ 出席者の話 

連絡先：三島市中央町８－８ 山口TEL ９７１－３３４８ 

北
上
プ
ラ
ザ
に 

図
書
館
設
置
要
望
書 

背
景
は
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
に

同
工
場
が
操
業
を
開
始
す
る
と
、
楽

寿
園
小
浜
池
や
せ
り
の
瀬
な
ど
の

湧
水
が
涸
渇
し
始
め
、
三
島
市
南
部

で
は
稲
作
が
不
可
能
な
状
態
に
ま

で
な
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
一
月
四
日

中
郷
用
水
組
合
員
（
中
郷
地
区
の
農

民
）
ら
約
六
百
人
が
せ
り
の
瀬
で
三

島
地
区
生
活
用
水
確
保
住
民
大
会

を
開
催
し
、
用
水
の
枯
渇
は
東
レ
の

大
量
揚
水
が
原
因
で
あ
る
と
損
害

補
償
を
求
め
て
、
耕
運
機
約
四
〇
台 

雇
用
が
始
め
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た

事
等
を
考
え
る
と
、
現
在
盛
ん
に
喧

伝
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
活

動
法
人
）
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の

先
駆
的
な
市
民
団
体
と
し
て
の
意
義

も
大
き
い
。 

 

伊
豆
市
民
劇
場
の
現
会
員
数
は
六

六
六
名
、
年
六
回
の
例
会
（
公
演
） 

を
行
っ
て
い
る
。
来
年
（
二
〇
〇
八

年
五
月
）
に
は
創
立
五
〇
周
年
を
迎

え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

事
務
局 

吉
田 

 
 
 
 
 
 
 

 
   

の
演
劇
鑑
賞
団
体
と
し
て
発
足
し

た
。
第
一
回
例
会
は
『
野
盗
風
の
中

を
走
る
』（
新
制
作
座
）。
発
足
以
前
、

す
で
に
三
島
、
田
方
一
帯
に
は
演
劇

愛
好
者
の
広
い
土
壌
が
あ
っ
た
。
昭

和
二
十
一
年
に
は
、 

新
協
劇
団
に
よ
る 

『
破
戒
』
が
公
演 

さ
れ
て
い
る
。
そ 

の
後
も
前
進
座
、
新
制
作
座
、
民
芸

等
々
、
プ
ロ
の
劇
団
に
よ
る
公
演
が
、

映
画
館
で
あ
っ
た
新
日
本
劇
場

（
現
・
三
島
大
社
駐
車
場
）
や
東
海

劇
場
を
会
場
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。 

ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
も
盛
ん
で

あ
っ
た
。
当
時
日
大
の
学
生
で
あ
っ 

た
北
村
和
夫
（
文
学
座
・
Ｏ
七
年
五 

 

 

伊
豆
市
民
劇
場

は
、
昭
和
三
十
三

年
五
月
一
五
日
、

静
岡
県
下
最
初

長
伏
に
入
り
込
む
大
平
の
飛
び
地 

 
 
 

狩
野
川
沿
い
の
三
日
月
湖 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
鳥
の
楽
園
に 

 人影もなく、静かな水面をたたえる三日月湖 ８月２７日 

 

「
し
ず
お
か
県
民
だ
よ
り
」
七
月

一
日
号
に
「
源
兵
衛
川
は
楽
寿
園
の

湧
水
を
水
源
・
・
・
」
と
の
記
事
が

載
っ
た
。「
三
島
自
然
を
守
る
会
」

の
関
係
者
が
そ
れ
を
読
み
、、
驚
い

て
静
岡
県
の
担
当
者
に
質
し
た
と

こ
ろ
、
三
島
市
発
行
の
資
料
に
基
づ

い
て
書
い
た
と
の
こ
と
。 

「
自
然
を
守
る
会
」
が
七
月
十
七
日

付
け
で
出
し
た
要
請
書
に
よ
る
と
、

源
兵
衛
川
の
水
源
は
東
レ
三
島
工

場
の
排
水
（
冷
却
水
）
で
あ
り
、
湧

水
で
は
な
い
と
の
話
し
で
あ
る
。 

 

と
の
ぼ
り
旗
を
立
て
、
東
レ
三
島
工

場
ま
で
デ
モ
行
進
す
る
騒
ぎ
に
発

展
し
た
。
そ
の
結
果
、
中
郷
地
区
の

農
業
用
水
を
確
保
す
る
た
め
に
、
事

業
費
二
二
七
一
万
円
を
投
じ
て
東

レ
三
島
工
場
の
排
水
（
冷
却
水
）
を

毎
秒
一
立
方
㍍
源
兵
衛
川
最
上
流

部
に
導
水
す
る
工
事
を
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
知
る
三
島
市
民
は

少
な
く
、
源
兵
衛
川
が
富
士
山
の
湧

水
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
市
民
が

多
い
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
三
島
市

が
、
源
兵
衛
川
の
水
源
が
東
レ
の
工

場
排
水
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
確

に
し
な
い
で
い
る
か
ら
と
し
、
要
請

書
は
そ
う
し
た
市
の
姿
勢
を
改
め

る
よ
う
求
め
て
い
る
。 

三
島
自
然
を
守
る
会 

源
兵
衛
川
の
水
源
で 

三
島
市
に
要
請
書
提
出 

伊
豆
市
民
劇
場 

《
訂
正
と
お
詫
び
》 

前
号
の
二
面
記
事
、「
市
立
幼

稚
園
就
園
奨
励
金
」
は
誤
り
で
、

「
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
金
」
の

間
違
い
で
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 


